
会 長 談 話 

 

 当会は、預り金を費消したとして兵庫県西宮警察署に自首をした当

会の安村友宏会員に対し、弁護士法５６条１項の弁護士としての品位

を失うべき非行があるとして、１２月４日付けで、当会の綱紀委員会に

事案の調査を請求しました。 

 詳細は尚不明ですが、当会会員が引き起こした非行により、本件の関

係者に著しい被害を与えましたことを誠に遺憾に思いますとともに、こ

れによって弁護士及び弁護士会に対する信頼が損なわれたことを深く

お詫びいたします。 

 弁護士は、基本的人権を擁護し、社会正義を実現することを使命とす

るものであって、その使命に基づき誠実に職務を行うからこそ、市民に

信頼され、その職責を果たすことができるものです。今回のような預か

り金の費消など、弁護士である前に、社会人として許されるものではあ

りません。 

 当会では、これまでも、会員に対して、弁護士の使命に立ち返り、襟

を正して真摯に職責を果たすように繰り返し注意喚起して参りました。

しかし、会員が、このような事態を引き起こしたことから、改めて、会

員の倫理意識向上に向けた取組に努めなければならないと考えており

ます。そのためにも、本件の非行の原因究明を含め、効果的な対策を講

じていくための取組を強めていく所存です。 
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